
特集 通信･コンピュータネットワークを支える高速光伝送

マルチメディア600Mビット/s基幹LANの応用
ApplicationsofMultimedia High-SPeed Backbone LAN

畠山靖彦* 托s〟ん才ん√ノ助Jα如〟”′～〟

平井正人* 肋∫〟わ仇和才

芝田 泰* ㍑s～{Sノ′～Sム7ろ〟J〟

高西 功* 人〟()乃々〝”由んオ

詔
召

〔蓼

⊂垂垂コ
g二:∋

回

テレビ会議

匡麺亘可

≒

設計室

テレビ会議

毎≦観
鼠

汐≡ダ㌔′ダ

葵
試

も

l遠隔監視l

l設計室

腎巴

ヨ′
l1 1ヨ
ニr‾l‾l】

′ク

匡[__日田

l事務管理室l

■..1芦
■■l 三∃

テレビ会議

マルチメディア高速基幹ネットワーク"Super LAN∑-600”

マルチメディア高速基幹ネットワーク"Super

LAN∑¶600”は,データ･音声･画像といった多様

化しつつある伝送メディアを統合し,光ファイバに

よって大容量(622Mビット/s)で長距離(最大40km)

の伝送を可能としたマルチメディア化対応のネット

ワークである｡

このネットワークは,動画像･音声･電話･デー

タ系LANの各種通信インタフェースを備え,業種･

*

rl立製作所 オフィスシステム事業部

622Mビット/sの速度でマルチメディアLANを構築することができる｡

環境条件に通したマルチメディアネットワークの構

築が可能である｡システム応f引列としては,製造業

向けでは設計･製造問のデータベースアクセスとコ

ンピュータ合成垂加句の遠隔転送をl卜じ､として,これ

に電話網を加えたシステム構成が考えられる｡また,

電力･上下水道などの公共事業体には,遠隔監視･

制御と電話網,およびデータ系のLANを含めたシス

テム構成が考えられる｡
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n はじめに

起て卜､構l勺過信の分野では情事】iのマルチメディア化に

より,従米のデータに加えて斤声と軌画像を統合したい

という要求がある｡しかし,伝送メディアごとに過信設

備が繋なるという関越や,各メディアごとの通信造は増

加lの一途をたどっているため,同一構内での速度アップ

は子J-われても,遠隔地lと与Jの接続速度が構l勺速度に追い着

かないという‖耶垣がある｡

｢l立製作所はこれ⊥､J】Eり題の解決策として,高速･大容

量でマルチメディア化にこたえる基幹ネットワークであ

るマルチメディア.t'Jj速基幹ネットワーク"Super LAN

∑-600''1)(以‾F,∑-600システムと略す｡)を開発し,1990

年9Hから販売している｡

ここでは,∑-600システムの応川例について述べる｡

8 ∑-600システムの概要

∑-600システムの概略什様を表1に示す｡

伝送速度はCCITT(国際電信電.活三郎月委員会)のSDH

(SynchronousDigitalHierarchy)準拠の伝送速度(622

Mビット/s)である｡また,Ⅰ勺部伝送フレームも同規格に

準じているので,近い将来サービスが開始される広借城

ISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork)のサービ

スに容引こ対応することができる｡伝送媒体は1.3l⊥m波

長のシングルモード光ファイバを使消する｡二重ループ

にしているので,障害に対するループバック･ループ交

替の対応が‾叶能である｡最大ノード台数は127子iであり,

最大ノード間距離は10km,25km,4()kmのいずゴLかの

選択が可能である｡一九 接続インタフェースは,動画

像伝送用のNTSC(NationalTelevisi()11System Com-

mittee)インタフェース,2Mビット/sl､′rC(電信電話技

術委員合)インタフェースおよびFDl)工(Fiber Distribut-

ed DataInterface)インタフェースである｡1台のノー

ドは円つのポートを持ち,これらのインタフェースを自

F暮-1に組み合わせることができる｡二束リングでのループ

バック･ループ交特に加えて,システム的な二重化構

成も可能にするなど信頼性も考慮している｡システム

の状態･障害といったネットワーク管理機能も充実し

ている｡

田 システム応用例

3.1特 徴

∑-600システムを川いた応川システムは,次の特徴を
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表l∑一600システムの概略仕様 大規模なマルチメディア

ネットワークの構築が可能である｡

No. 項 目 仕 様

l 伝 送 速 度 622Mビット/s

2 伝 送 媒 体
【.3卜mシングルモード光ファイバ
(二重ループ)

3 最大ノード台数 127台

4 ノ ード 間足巨離 10km,25km,40km

5 接続インタフェース

動画像インタフ工⊥ス(NTSC)

時分割多重回線(2Mビット/sTTC)
FDDl

6 R A S 機 能 二重リング(ループバック･ループ交替)
システムニ重化構成

7 ネットワーク管理 状態,構成,障害管理

注:略語説明 FDD代Fiber Distributed D∂talnterface)

NTSC(NationalTelevisionSystem Committee)

TTC(電信電話技術委員会)

RAS(Reliab=ty,Availab=ty.Serviceability)

持つ｡

(1)動向像･音声･電話･データ系LANの接続が可能

であり,各種イム送メディアを-一つに統合したマルチメデ

ィアネットワークが構築できる｡

(2)ノード間を最大40kmまで離せるので,距離を意識

することなく622Mビット/sの大容量ネットワークを構

築できる｡

応川システムの分類と適用アプリケーションを表2に

示す｡

3.2 応用例

(1)製造業への応r11

∑-600システムを川いることにより,広い敷地内や道

路をへだてた敷地に分散する研究部門,開発設計部門,

製造部門,管理部門などの各組織を密接に結ぶことがで

きる｡その例を図1にホす｡

研究部門と開発部門は,データベースサーバやスーパ

ーコンピュータなどの開発資源をサーバとして共有す

る｡各オフィスではスーパーコンピュータの解析結果の

動画出力をモニタリングし,また設計データ情報を共有

してエンジニアリングワークステーションやパーソナル

コンピュータを使ったグラフィックベースのCADで設

計することにより,分散共同開発が可能である｡設計部

門,製造部門のどこからでも製造図面の痢像データベー

スを100Mビット/sで高速アクセスし短時間検索できる｡

一方,企業l勺OA化でEDP部門の受注情報の製造計内

へのフィードバックや経常情報の作成,電十メールシス

テムの構築が‾可能である｡
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表2 応用システムの分類と適用アプリケーション ∑-600応用システムの分類と適用アプリケーション,およびその対応業種について

示す｡

応用システム分類 適用 ア プリ ケ ー シ ョ ン 対 応 業 種

研究･開発･設計･製造 ●画像主体のデータベース(図面･設計情報)の検索 製造業

●スーパーコンピュータ解析出力合成動画の転送 (自動車･電気･造船など)

広 域 監 視 ･ 制 御
●自然動画による緻(ち)密な監視 公共事業

●中央制御室での遠隔地の集中制御
(雪空二造言告ぎ●鉄道一)●施設からの保守用図面などデータベースの検索

企業内

OA

ビル内･隣接ビル間
●拡張性に富んだビル内通信網の構築

全業種共通

･フロアLAN(トークンリング,イーサネット*の統合
(インテリジ工ントビル) ･各種伝送インタフェースの収容

･電話網

遠 隔 地 間 接 続 ●FDDl(100Mビット/s)での高速LAN間接続

(歪業誤二重墓質問)●出張を減らすテレビ会議

●分散PBXシステム

学 術 環 境
●スーパーコンピューク,大規模データベースなどのリソース共用

研究所･大学●動画像による講演会,発表会,授業など

●スーパーコンピュータ解析出力合成動画の転送

プ ラ ン ト 制 御
●自然動画による緻密な監視

化学･鉄鋼
●プロセスのリアルタイム制御

注:略語説明ほか FDD"Fiber Distributed Datalnterface),PBX(構内交換機)
* イーサネット(富士ゼロックス株式会社の登録商標である｡)

分散PBX(構内交換機)システムを構築し,PBXの豊富

なインタフェースによって′古詩のほかにテレビ名論など

の仕送を‾叶能にする｡【∫】然勤由によるテレビ公議や構l勺

放送も†云送‾叶能である｡

(2)自治体への応糊

自治体では,上‾卜水道･退路などの分野でl--い央管理案

研究部門

テレビ会議
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∑-600

動画像
モニタ

EWS PC

テレビ電話

∑-600

ニ
≡
≡
二
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製造部門

から数キロメートル～数十キロメートル離れた施設への

監視,指令および制御用として,各行政機関内や住民サ

ービスでは通信基盤として∑-600システムが用いられ

る｡その例を図2に示す｡

∑一600システムにより,広域に点在する河川などの防災

監視や卜‾卜水道施設の遠隔･集中監視制御が可能であり,

開発部門

データベースサーバ

囲

PBX

テレビ電話

∑-600

回

動画像

図面薗‾ス
PC

▲

スーパーコンピューク

テレビ会議

注:略語説明

EWS(EngineeringWork

Statio〔)

PC(PersonalComputer)

∑一600(Super LAN

∑-600)

図l製造業への応用

FDD【による共通デー

タベースヘの高速アク

セス,スーパーコンピュ

ータの合成動画のモニ
タリング,テレビ会議,

テレビ電話などによる

生産能率の向上を図る

ことができる｡
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時々刻々と変わる状況に対してリアルタイムで高速制御

を行うことができる｡中央管理室から監視カメラの集中操

作により,ズームや画面切換を行って,自然動画で河川の

流れの情況やポンプ設備などの細かな動きを監視するこ

とができるので,危険個所の遠隔監視が可能である｡各設

備の保守図面や関係図面を出先機関のワークステーショ

ンから目‾T央管理室の図面サーバに検索することもできる｡

∑一600システムを発展させることにより,増加しつつ

ある住民登録などの情報の地域支所からの検索や登録も

高速で行える｡通達や広報などの電子メールや動画像を

用いた住民サービスも‾rlr能である｡

†祁寺にPBX-RSU(RemoteSwitchingUnit),多機能

電話網によるプライベートな簡易ファクシミリおよび電

話網の構築も可能である｡

3.3 将来展望

∑-600システムは,同一敷地内では容易に導入するこ

とができるが,遠隔地間接続では自営の光ファイバが敷

設されていなければ導入することができない｡今後,遠

ファクシミリ

FDDl

施 設

監視カメラ

WS

注:略語説明

RSU(RemoteSwitchln巨

Unit)

WS(WorkStation)

国2 自治体への応用

広域に点在する施設

との問でリアルタイム

制御,自然動画による緻

(ち)密な監視,保守図面

などの検索および電話

網の構築ができる｡

脂地間の通信容量の噌人が予想されるため,高速光ファ

イバ綱の整備が望まれる｡近し-将来サービスが開始され

る広帯域ISDNに接続すれば,距離を意識せず,より広範

囲なマルチメディアネットワークを構築できる｡一方,

規格化されつつあるコンピュータ間の高速ファイル転

送,軌両像帖縮による多l口1線収容や高占占位テレビジョン

の接続インタフェースを順次取り込むことにより,シス

テムのマルチメディア化をよりしーつそう進めることが可

能である｡

巴 おわりに

以_1二,∑-600システムの応用例について述べた｡

LANとは構内やビル内の比較的狭い範囲(Local

Area)のネットワークを指すが,∑-60∩システムは,長距

離対応ができるため,応耶範岡が非常に広く,さまざま

な形態への通用が吋能である｡

近い将来の広帯J戎ISDNなどのサービスへの対応によ

り,システム応H範開をよりいっそう広げる考えである｡
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